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保険・年金・税金 健康・福祉

保険者

暮らし・住まい・環境

介
護
保
険
負
担
割
合
証
・
負
担
限
度
額
認
定
証
を

介
護
保
険
負
担
割
合
証
・
負
担
限
度
額
認
定
証
を

送
付
し
ま
す

送
付
し
ま
す

　

介
護
保
険
負
担
割
合
証
・
負

担
限
度
額
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
７
月
31
日
で
期
限
が
切

れ
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
の
も

の
は
７
月
下
旬
に
発
送
予
定
で

す
。

※
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申
請
し

た
方
や
、
要
介
護
認
定
の
区

分
変
更
を
申
請
中
の
方
に
つ

い
て
は
、
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
証
の
発
送
が
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
、
５
月
30
日
に
発
送
し

た
「
利
用
者
負
担
減
額
・
免

除
有
効
期
間
終
了
の
お
知
ら

せ
」
お
よ
び
同
封
書
類
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課
介

護
保
険
管
理
係

〜
こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜

〜
こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
(
Ａ
Ｃ
Ｐ
)
講
演
会

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
(
Ａ
Ｃ
Ｐ
)
講
演
会

「
人
生

「
人
生
100100
年
時
代
！
人
生
会
議
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

年
時
代
！
人
生
会
議
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

Ａ
Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
自
分
が
病
気

に
な
っ
た
り
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
「
自
分
は
ど
う

生
き
た
い
か
」
を
あ
ら
か
じ
め

考
え
、
家
族
や
大
切
な
人
、
医

療
・
介
護
ケ
ア
チ
ー
ム
と
繰
り

返
し
話
し
合
い
、
自
分
の
思
い

を
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｃ

ＰＰ
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

８
月
８
日
(
月
)　

午

後
２
時
〜
３
時　

会
場　

市
役
所
２
階
201
〜
203
会

議
室

対
象　

市
内
在
住
者

講
師　

医
療
法
人
財
団
利
定
会　

進
藤
医
院
院
長　

進
藤
幸
雄

氏
定
員　

先
着
50
人
(
予
約
制
)　

費
用
無
料

申
し
込
み　

８
月
４
日
ま
で
に

電
話
で
高
齢
者
支
援
課
へ

△講師　

　進藤幸雄氏

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
を

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
を

７
月
末
ま
で
に
全
戸
配
布
し
ま
す

７
月
末
ま
で
に
全
戸
配
布
し
ま
す

　

市
で
は
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
を
目
指
し
、
啓
発
冊
子

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

啓
発
冊
子
の
内
容
は
、
市
が

行
っ
て
い
る
が
ん
検
診
の
詳
細

や
日
常
生
活
予
防
、
が
ん
検
診

の
申
し
込
み
は
が
き
で
す
。
ご

覧
の
う
え
、
各
が
ん
検
診
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
８
月
以
降
は
健
康
セ

ン
タ
ー
や
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も

 和４年度

 梅市健康課

 覚障がい者用音声コード

  青梅市がん検診の対象者は、受診日当日に青梅市の住民登録が

ある方です。転出後は受診できません。

 がん検診の制度利用は１年に１回限りです。

　（乳がん・子宮頸がんは２年に１回です。）

 本冊子は受診券ではありません。

　裏表紙記載の申し込み方法を確認のうえ、

　必ず事前の申し込みをお願いします。

青梅市公式キャラクター

ゆめうめちゃん

申し込みはQRコードや冊子に

ついているハガキを使ってね。

 和４年度

青梅市公式キャラクター

ゆめうめちゃん

ついているハガキを使ってね。

配
布
し
ま
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
は
す
で
に
受

診
期
間
中
の
た
め
、
直
接
医

療
機
関
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
セ
ン
タ
ー

☎
23
・
２
１
９
１

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
の
対
象
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
…
６
月

１
日
現
在
、
市
内
に
住
民
票

が
あ
り
、
世
帯
全
員
の
令
和

４
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
(
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者

の
扶
養
親
族
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
、
令
和
３
年
度
分

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
を

受
給
し
た
世
帯
お
よ
び
受
給

し
た
世
帯
の
世
帯
主
を
含
む

世
帯
を
除
く
)

②
家
計
急
変
世
帯
…
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
令
和
４
年
１
月
以
降

の
家
計
が
急
変
し
、
①
の
世

帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
世
帯

☆
家
計
急
変
世
帯
と
は

　

令
和
４
年
度
分
の
住
民
税
均

等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯

の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家

計
が
急
変
し
、
世
帯
全
員
の
そ

れ
ぞ
れ
の
年
収
見
込
額
が
住
民

税
均
等
割
非
課
税
世
帯
水
準
と

同
等
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
世
帯

(
令
和
４
年
１
月
以
降
の
任
意

の
１
か
月
の
収
入
か
ら
推
定
し

ま
す
)

支
給
額
(
１
世
帯
あ
た
り
)

10
万
円

申
請
方
法

①
に
該
当
す
る
世
帯
…
10
月
31

日
(
消
印
)
ま
で
に
令
和
４

年
６
月
29
日
以
降
に
対
象
世

帯
へ
送
付
し
た
「
青
梅
市
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
確
認

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
４
年
１
月
２
日
以
降
市

内
に
転
入
し
た
方
は
申
請
が

必
要
で
す
。
１
月
１
日
に
住

民
票
が
あ
っ
た
市
区
町
村
か

ら
令
和
４
年
度
住
民
税
非
課

税
証
明
書
を
取
得
の
う
え
、

必
要
書
類
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

②
に
該
当
す
る
世
帯
…
９
月
30

日
(
消
印
)
ま
で
に
申
請
書

類
(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
・
記
事
ID

…
５
３
８
８
５
)
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
必
要
書

類
を
添
え
て
郵
送
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

給
付
金
担
当
へ

そ
の
他

▽
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
理

由
に
住
民
票
を
移
せ
な
い
方

や
児
童
福
祉
法
等
の
措
置
に

よ
り
施
設
へ
入
所
し
て
い
る

方
で
住
民
税
が
非
課
税
の
方

は
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
世
帯
員
の
中
で
、
未
申
告
の

方
が
い
る
場
合
は
確
認
書
が

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
早

め
に
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
電
話
に
よ
る
自
身
や
世
帯
全

員
が
非
課
税
か
ど
う
か
の
問

い
合
わ
せ
に
は
回
答
で
き
ま

せ
ん
。
本
人
確
認
書
類
を
お

持
ち
の
う
え
、
市
民
税
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
い
合
わ
せ

▽
給
付
金
に
つ
い
て
…
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

給
付
金
担
当

▽
申
告
に
つ
い
て
…
市
民
税
課

市
民
税
係

青梅市国民健康保険（国保）の財政のしくみと財政状況をお知らせします
問い合わせ　保険年金課給付係・資格賦課係

国保の財政のしくみ 青梅市国保の財政状況

保険税の納付にご協力を 医療費の上昇を抑えるために

【図１】歳入 【図２】歳出諸収入（０．４％）

５６,９６４千円

繰越金（１．１％）

１５２,６０９千円

繰入金（１０．８％）

１,４７８,６４０千円

都支出金（６７．８％）

９,２５８,６７０千円

国庫支出金（０．４％）

４９,３５０千円

国民健康保険税（１９．５％）

２,６５６,８９０千円

歳入 歳出

合計

１３６億

５,３１２万３千円

合計

１３５億

１４２万７千円 保険給付費（６６．２％）

８,９４２,３０７千円

国民健康保険

事業費納付金（２９．９％）

４,０３７,１８９千円

共同事業拠出金（０．０％）

１千円

保健事業費（１．３％）

１７７,０５７千円

諸支出金（１．２％）

１５８,３８３千円

総務費（１．４％）

１８６,４９０千円

　２年度の決算収支は黒字となっていますが、これは国等から市へ見込みで交付された交

付金が実績より多くなったことが主な要因で、翌年度で精算することとなっています。

　近年の市の国保財政は、高齢者の占める割合が多く医療費が増えているのに対し、被保

険者数の減少や所得の伸び悩みにより保険税収が伸びず、大変厳しい状況が続いています。

このため保険税収が不足しており、赤字分を一般会計から繰り入れている現状です。しか

し国保事業は国保会計内で全て賄うことが本来の姿であり、国から赤字分の一般会計から

の繰入れを解消することを求められています。市は段階的に赤字繰入額を解消するために

２年に１回保険税率等の見直しを行っており、４年度は改定することとしました。　

　被保険者の皆さんには市の国保財政についてのご理解をお願いします。

令和２年度の決算状況

　国民健康保険制度は被保険者の皆さんが手を取り

合って支えあう「相互扶助の精神」により維持されて

います。事情により納期限内の納付が難しい場合は、

収納課へご相談ください。

　特定健診の結果を基に対象者へ特定保健指導のご案内を行い、さらに医療費データを基

に対象者へ「医療費通知」、「ジェネリック医薬品に関する通知」、「治療中断者に対する受

診勧奨通知」、「多剤投与に対するお知らせ」および「糖尿病性腎症重症化予防事業に関す

るお知らせ」等の通知を送付しています。これらを活用して健康管理を行い、生活習慣の

改善や早期受診につなげることで、国保事業での医療費の上昇を抑えることができます。

加入者

（被保険者）

医療機関
都 市

　国保に加入している方の医療費分（被保険者の自己負担分を除

いたもの）の内訳は原則として、保険税が５割、国・都の負担金

が５割です。

標準保険税率

と事業費納付

金を算出

都で算出された標

準保険税率を参考

に保険税率を決定

し課税・徴収

事業費納付金を納付

普通交付金を交付

保
険
証
等
の
提
示
・

医
療
費
の
一
部
を
支
払
う

診療する

国保連合会を通じ、残りの医療費を支払う

保
険
証
の
交
付

保
険
税
の
納
付

（７） ４ ７ １５


